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資料１．岩見沢市及び中心市街地の現状データ 

（１）岩見沢市の概況 

 

１）地勢  

本市は北海道の道央圏に位置し、札幌から東方約４０km の石狩平野東部にあります。

市の西側に石狩平野の平地、東側は夕張山地へ続く丘陵地となっており、札幌と旭川

を結ぶ軸上にあります。また、北海道の空の玄関口である新千歳空港が札幌とほぼ等

距離に位置しています。 

 

２）位置づけ  

本市は炭鉱の町々を背景に、鉄道を中心とした交通の要衝、物流拠点の地として発

展し、中心市街地には北海道空知総合振興局をはじめとする行政機関や金融機関、医

療機関など様々な都市機能が集積し、市内には北海道教育大学岩見沢校も立地するな

ど、空知地域の中心都市として機能しています。平成１８年３月には隣接する北村、

栗沢町を編入合併し、現在の人口は約８．７万人と空知管内では最大です。一方、郊

外地には豊かな緑を有し、水稲をはじめ様々な農作物が収穫される食糧基地としての

位置づけもあります。 
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３）人口・世帯 

国勢調査による人口は平成７年の９７，０４２人をピークに減尐傾向にあり、最新

値の平成２２年は９０，１４５人です（旧北村、旧栗沢町を含む）。また、世帯は平

成２２年現在３６，７２３世帯となっています。人口集中地区における人口密度は面

積の拡大に比例して減尐を続け、平成７年以降は４，０００人／㎞ 2以下と低密度で

推移しています。 
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資料：国勢調査（旧北村、旧栗沢町を含む） 
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（２）中心市街地の現状 

 

１）繁栄から衰退へ 

岩見沢市は士族移住により開拓され、明治１７・１８年の集団入植（２７７戸、 

１，５０３人）により人々の往来も増え、元町に市街地の形態がみられるようになり

ました。明治２０年になると、元町・一条通り・夕張通りは市街の形態を整え、商家

も立ち並びはじめ、明治２５年には岩見沢駅も元町から現在地に移転し、現在の中心

市街地につながる新しい市街地が形成されました。 

その後、周辺産炭地の発展とともに岩見沢市は空知の商業、行政、教育の中心都 

市として発展し、昭和１８年には市制が施行されました。昭和３６年には、函館本線、

室蘭本線、幌内線、万字線の４本の鉄路をさばく東北以北最大の操車場が完成し、周

辺の炭鉱の開発とともに交通の要衝として発展しました。炭鉱全盛期の岩見沢の中心

市街地は繁栄を極めていましたが、昭和３０年代後半に入ると石炭産業が斜陽化し、

炭鉱が相次いで閉山したことにより昭和５５年に操車場は廃止され、要衝としての繁

栄も曲がり角を迎えました。また、昭和４９年に国道１２号のバイパスが完成し、そ

の後平成に入ってからは大規模小売店舗の郊外出店もあり、中心市街地の衰退は顕著

なものとなっていきました。現在の商店街は空き店舗が目立つようになり、平成２１

年には中心市街地内で唯一営業を続けていた大規模小売店舗も撤退しました。 

 

 

２）人口・世帯 

中心市街地の現在人口は平成２５年１２月において４，６６４人と、昭和４５年と

の比較では約３４％、中心市街地内の商業業務集積地区（商業、業務、文化・交流、

医療・福祉等が多く集積する地区）は１，０３４人と、昭和４５年の３，８３３人と

比較すると２７％にまで減尐しています。しかし、近年は中心市街地、商業業務集積

地区ともに横ばいで推移しています。また、世帯数についても人口と同様の傾向で近

年は横ばいの状況です。 

 

資料：国勢調査（昭和 45 年）、住民基本台帳（平成 13 年～） 
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資料：国勢調査（昭和 45 年）、住民基本台帳（平成 13 年～） 

 

一世帯当たりの世帯人員数は、減尐傾向で推移しています。また、全市に比較して

中心市街地及び商業業務集積地区は２人前後と低く、世帯分離が進んでいます。 

 高齢者人口（６５歳以上）の比率は年々高くなっており、特に商業業務集積地区で

は約３５％と高齢化が進んでいます。 

                                               

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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13年 
14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 
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３）土地・建物 

本市の中心市街地には利用されていない空閑地が多く存在し、特に駅北地区や中 

心部から南側にまとまった未利用地が見受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成２３年度岩見沢市調査 

 

商業業務集積地区の空き店舗の状況は、平成２１年まで増加していましたが、その

後減尐に転じています。これは、認定基本計画に基づく「中心市街地コンバーション

事業」等の実施による効果も大きいものと思われます。また、空き地については増加

を続け、特に平成２４年には、平成２３年度の豪雪により多くの建物が倒壊したこと

から、前年の倍以上に増加しています。 

 
資料：岩見沢市調査 
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商業業務集積地区の空き店舗・空き地位置（平成 25 年 10 月末日調査） 

 

 

中心市街地コンバーション事業による新規出店店舗の状況 
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中心市街地における土地価格は、国土交通省の公示価格によると年々下落しており、

ピーク時の平成６年と平成２４年との比較でみると、商業地域は約５分の１、第２種

住居地域も５分の２の価格まで下がっています。 

 

 
 

 

４）小売商業の状況 

岩見沢市全市における商店数、従業者数、年間商品販売額、売場面積は、それぞれ

平成３年から１１年までの間にピークを迎え、それ以降は減尐傾向にありましたが、

平成１９年は前年に比較して各指標とも増加に転じました。特に、売場面積の増加が

大きく、これは郊外への大規模店舗の開店によるものです。しかし、平成２４年の経

済センサス調査では各指標とも再び減尐となっています。 
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※商業地域地点    ：岩見沢市 4 条西 6 丁目 1 番１（～平成 20 年）、4 条西 6 丁目 2 番１外（平成 22 年～） 

第２種住居地域地点：岩見沢市 6 条西 7 丁目 2 番 30 

 

資料：商業統計調査（～平成１９年） 

経済センサス（平成２４年） 
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中心市街地の小売業の状況は、各指標とも減尐傾向にあり、年間商品販売額は平成

６年からの１３年間で約４４％にまで落ち込んでいます。売り場面積は、平成１６年

に微増したものの平成１９年には再び減尐し、それまで最低であった平成１４年を下

回りました。また、商店街では空き店舗が増加していることもあり、岩見沢市商店街

振興組合連合会に加盟する商店街は、平成６年に１６組織であったものが現在は９組

織となっています。 
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資料：岩見沢市調査 

資料：商業統計調査 
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大規模小売店舗は、平成３年から８年にかけて増加し、その後は落ち着きを見せて

いましたが、平成１２年の大規模小売店舗立地法の施行を経て、平成１７年には郊外

への店舗開設が相次ぎ、店舗数、売場面積ともに増加しています。平成２１年の売場

面積の減尐は、ポルタビル内の西友が撤退したことによります。平成２４年には、同

ビルへＡコープ（ＪＡ）が開店し、店舗及び売場面積の増加（１，１６７㎡）があり

ました。平成２５年は２４年と変わらず推移しています。 
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 中心市街地の拠点施設として立地していたポルタビルは、平成２１年にそれまで営

業を続けていた大規模小売店舗(西友)が撤退しました。このことから、市は中心市街

地の賑わい再生に向けて商業業務集積地区活性化ビジョンを策定し、「まちなかに『寄

る』場所をつくる」をコンセプトに、ポルタビル再生に取り組みました。平成２４年

４月には、ポルタビルは商業・業務機能に加え市民交流空間が整備され、「であえー

る岩見沢」としてグランドオープンしました。ポルタビルが「であえーる岩見沢」と

してオープンする前の平成２３年とその後の平成２４年、２５年に施設の入込客数を

調査した結果、２４年の入込客数は大幅に増加し、平日・休日ともに２倍以上の伸び

となり、２５年には２４年をさらに上回る入込みがありました。 

 

５）従業・雇用 

本市の事業所数、従業者数の推移をみますと、平成８年以降１８年までは全市、中

心市街地ともに減尐傾向にあり、全市的には平成２１年に微増に転じましたが、中心

市街地では依然として減尐傾向が続いています。 
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資料：岩見沢市調査 

資料：事業書・企業統計調査(~平成 18 年) 

   経済センサス基礎調査（平成 21 年） 
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また、雇用状況を有効求人倍率でみますと、平成１７年の０．５をピークに低下し

はじめ、平成２１年には０．３２にまで落ち込みました。その後は持ち直しつつあり

ますが、平成２４年の数値で全国平均と比較すると、本市は０．２１ほど低い状況に

あります。 

 

 

資料：北海道労働局 

 

完全失業率は、北海道全体では平成１２年以降に低下の傾向を見せています。しか

し、岩見沢市においては依然として増加傾向にあり、平成２２年の完全失業率は、北

海道全体や全国に比較して２．７ポイントほど高い状況にあります。また、中心市街

地における全産業のシェア率（対全市）は、事業所、従業者ともに年々下がっており、

中心市街地の雇用環境は厳しい状況が続いています。 
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資料：国勢調査、労働力調査 
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本市は流出従業者が流入従業者を上回る流出超過の状況にあり、平成１２年までは

増加傾向にありました。しかし、平成１７年には流出超過数は減尐に転じています。

平成２２年には流入従業者数、流出従業者数ともに減尐していますが、これは周辺市

町村及び本市の人口、特に生産年齢人口の伸び悩みによる影響が大きいものと思われ

ます。なお、流出従業者の３割以上は札幌市への流出となっています。 

 

 

※流入従業者数：他市町村に常住する岩見沢市で従業する者      資料：国勢調査 

流出従業者数：他市町村で従業する岩見沢市に常住する者 
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中心市街地事業所・従業者シェア率の推移（対全市） 

中心市街地従業者シェア率 中心市街地事業所シェア率 

2,065  
3,740  

3,917  
3,669  3,461  

4,447  
5,147  

5,405  5,875  

5,428  

6,512  
8,887  9,322  9,544  8,889  
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平成2年 7年 12年 17年 22年 

(人） 従業者の流入・流出状況 

流出超過数 流入従業者数 流出従業者数 

資料：事業書・企業統計調査(~平成 18 年) 

   経済センサス基礎調査（平成 21 年） 
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６）交通関連 

 

①歩行者・自転車通行量 

平成２０年以降の歩行者・自転車通行量の推移をみると、減尐傾向で推移していま

したが、平成２３年には前年を上回る通行量となりました。しかし、その後再び減尐

傾向に転じ、平成２５年には５，０００に近い通行量にまで落ち込んでいます。歩行

者のみを対象とした通行量では、平成２１年以外は歩行者・自転車通行量とほぼ同様

の傾向を見せています。平成２１年に歩行者通行量が増えたのは、その年、積雪が多

かったことから、普段は自転車を利用する通勤・通学者等が自転車利用をあきらめた

影響とみられます。通り別の歩行者・自転車通行量の状況は、平成２０年と２５年で

比較すると、いずれの通りも減尐しています。しかし、４条通りは平成２２年までは

減尐傾向にありましたが、平成２３年には増加に転じ、その後は横ばいで推移してい

ます。一方、駅前通りは、平成２３年までは増加傾向を見せていましたが、平成２４

年以降急激に通行量が減っています。駅前通りについては、歩道の拡幅整備、沿道施

設整備が進められることから、整備後の通行量の伸びが期待されます。 

 

 

※上記通行量は、調査した５日間の内、雤や雪の日を除いた複数日の平均値。 

 

資料：岩見沢市調査 
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歩行者・自転車通行量 歩行者通行量 

平20年 21年 22年 23年 24年 25年 

駅前通り 1,806 2,087 1,992 2,239 1,704 1,488

１条通り 1,038 886 969 1,005 840 771

４条通り 2,313 2,072 1,682 1,866 1,902 1,806

栄通り 1,029 770 1,053 988 1,312 952
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通り別歩行者・自転車通行量(平日） 
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②駐車場 

 商業業務集積地区の有料駐車場は、平成２２年８月の調査によると１６か所営業し

ており（地区外隣接地 1か所を含む）、駐車可能台数は１，２７２台となっています。

しかし、同時期の路上駐車調査では路上駐車が数多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜路上駐車調査結果（平成 22年 8月 24 日／平日）＞ 
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35 5 19 5 38 13
10 44 31 36 92

18 0 40 13 23 43 4
24 65 49 16 15
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資料：岩見沢市調査 

※10:00～19:00 の間に 30 分毎に計測した路上駐車台数の合計（営業者・荷捌き車を除く） 
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③鉄道 

本市はかつて石炭輸送の大動脈であった鉄道とともに発展した歴史がありますが、

平成６年以降の乗降客数の推移をみますと、平成８年をピークに減尐を続け、平成１

４年には平成８年の８４%ほどとなりました。その後は増減を繰り返していましたが、

平成１２年に全焼した駅舎が平成２１年に新駅として生まれ変わり、その後は増加傾

向にあります。 

 

資料：北海道旅客鉄道㈱の年度別輸送実績（乗車人員）を基に算定 

（日平均乗降客数＝乗車人員×2÷365 日） 

④路線バス 

路線バスは民間会社により運行され、市内路線、周辺市町村連絡路線、都市間路線

があり、これらは全てＪＲ岩見沢駅隣接のバスターミナルを起終点または経由してい

ます。しかし近年は、路線バスの運行便数削減の路線もあり、市民の公共交通利用の

利便性確保が課題となっています。 
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資料：北海道中央バス株式会社 


